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大地震発生！その時あなたは？大大

２～５ページもご覧ください。

　１１月１４日 ( 日 )、玉里総合運動公園多目的広

場で小美玉市総合防災訓練が実施されました。

「災害は忘れた頃にやって来る」誰もが知ってい

る言葉ですが、もしも、明日、本当に大地震が来

たら ･･･。自分自身の安全確保、火の元の確認、

けが人の応急処置など、救助・援護の手が届くま

での間、頼りになるのはあなた自身です。

　あなたが取るべき行動は何か、この機会にご家

族と一緒に考えませんか？

12
発行日22.12.9

大地震発生！その時あなたは？大地震発生！その時あなたは？



22 平成 22年 12月９日　広報おみたま

大地

震

さぁ、どうする !?
　　

1111
月月
1414
日
、
午
前
８
時

日
、
午
前
８
時
3030
分
に
、
茨
城
県
南
部
を
震
源
と
す

分
に
、
茨
城
県
南
部
を
震
源
と
す

る
直
下
型
地
震
が
発
生
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

る
直
下
型
地
震
が
発
生
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.37.3
、
小
美
玉
市
で
は
震
度
６
強
を
記
録
。
こ
の
地
震
に
よ
り
市

、
小
美
玉
市
で
は
震
度
６
強
を
記
録
。
こ
の
地
震
に
よ
り
市

内
各
所
で
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
、
道
路
、
橋
梁
の
損
壊
、
が
け

内
各
所
で
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
、
道
路
、
橋
梁
の
損
壊
、
が
け

崩
れ
等
の
ほ
か
、
電
気
、
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き

崩
れ
等
の
ほ
か
、
電
気
、
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き

な
被
害
が
発
生
！

な
被
害
が
発
生
！

　

と
、
こ
れ
は
訓
練
の
た
め
に
想
定
さ
れ
た
地
震
の
被
害
で
す
。
で
も
、
も
し
も
、

こ
の
規
模
の
地
震
が
本
当
に
起
こ
っ
た
ら
!?
家
屋
が
倒
壊
し
、
自
分
又
は
家
族
が

閉
じ
込
め
ら
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
災
が
発
生
。
道
路
や
橋
が
崩
壊
し
、
道
に

は
瓦が

れ

き礫
が
散
乱
し
て
歩
く
の
も
精
一
杯
。
家
族
は
皆
仕
事
に
行
っ
て
い
て
バ
ラ
バ

ラ
。
そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

あ
ま
り
に
も
非
現
実
的
で
、
想
像
が
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
災

害
が
お
き
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　

「
も
し
も
地
震
が
来
た
ら
ど
う
す
る
？
」

　

こ
の
訓
練
を
参
考
に
、
災
害
時
の
対
応
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た

島
田
市
長
。
こ
れ
よ
り
、
被

害
者
の
救
助
と
関
係
機
関
に

支
援
の
要
請
を
行
い
、
応
急

対
策
を
実
施

避　

難

避　

難

　

火
の
元
を
確
認
し
、
建
物
か
ら
の
落
下
物

等
に
注
意
し
て
、
消
防
団
員
の
指
示
に
従
い

指
定
さ
れ
た
「
避
難
場
所
」
へ
避
難
し
ま
す
。

　

小
美
玉
市
で
は
市
内
44
箇
所
を
「
避
難
場

所
」
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
、

避
難
場
所
で
は
、
救
援
物
資
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
や
、
重
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い
か
、
ケ
ガ
を
し

た
人
は
い
な
い
か
、
ご
近
所
同
士
が
安
否
を

気
遣
い
、
協
力
し
て
安
全
な
場
所
ま
で
避
難

し
ま
す
。

初
期
消
火

初
期
消
火

　

地
震
発
生
直
後
に
は
火
災
発
生
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
多
発
的
な
災
害
と
道
路
事
情

に
よ
り
、
消
火
部
隊
の
到
着
が
遅
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

地
元
消
防
団
や
自
衛
消
防
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
み
ん
な
の
協
力
で
水

を
運
ぶ
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
は
、
多
発
す
る
火

災
の
初
期
消
火
に
非
常
に
有
効
で
す
。

負
傷
者
救
出
・
搬
送
訓
練
・

負
傷
者
救
出
・
搬
送
訓
練
・

応
急
手
当

応
急
手
当

　

地
震
発
生
時
は
広
域
的
な
被
災
と
な
る

こ
と
か
ら
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
に
よ

る
救
護
活
動
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
救
護
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
出
す
る
人
、

ケ
ガ
を
し
た
人
の
手
当
を
す
る
人
、
歩
け

な
い
人
を
支
え
る
人
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

バケツリレーのコツは、「水を入れ過ぎな
い」こと。皆の協力で消火にあたります
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災
害
現
場
に
お
い
て
は
、
骨
折
や
出
血
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ガ
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
身
近
な
物
を
使
っ
て

行
う
応
急
手
当
と
し
て
、
ケ
ガ
を
し
て
出
血

が
止
ま
ら
な
い
時
の
止
血
方
法
や
骨
折
し
た

場
合
の
固
定
処
置
、
呼
吸
が
無
か
っ
た
時
に

行
う
人
工
呼
吸
や
脈
が
無
い
と
き
心
臓
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の

説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

電
話
回
線
及
び
電
力
復
旧
・

電
話
回
線
及
び
電
力
復
旧
・

緊
急
物
資
の
備
蓄

緊
急
物
資
の
備
蓄

　

災
害
発
生
時
に
は
適
確
な
情
報
の
把
握
と

そ
の
共
有
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

通
信
手
段
の
確
保
が
重
要
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
で
は
、
衛
星
通
信
を
利
用
し
た
ポ
ー
タ

ブ
ル
衛
星
車
に
よ
る
特
設
公
衆
電
話
の
設
置

と
衛
星
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
の
確
保
な
ど

迅
速
な
対
応
が
取
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
災
害
時
に
は
、
全
国
か
ら
被
災
地

へ
の
安
否
確
認
等
の
電
話
が
集
中
し
、
回
線

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
は
ご
家
族
の
安
否
確
認
等
が
で
き
る

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
提
供
が
開
始

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
利
用
方
法
等
を
家
族

皆
で
理
解
し
て
い
る
と
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
で
は
、
避
難
住
民
の

方
々
の
不
安
な
状
況
を
少
し
で
も
解
消
す
る

た
め
、
照
明
を
点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

低
圧
発
電
車
等
を
整
備
し
、
避
難
場
所
へ
の

応
急
送
電
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。　

　

東
京
電
力
の
緊
急
車
両
は
、
災
害
時
ば
か

り
で
は
な
く
、
台
風
、
落
雷
等
で
停
電
し
た

時
に
も
緊
急
出
動
し
、
早
期
送
電
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
で
は
地
震
等
災
害
に
よ
り
、
多

数
の
避
難
者
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
食

料
、
飲
料
水
、
毛
布
な
ど
緊
急
物
資
に
つ
い

て
「
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
」
と
の
提
携
に
よ
る

確
保
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災

害
発
生
後
の
混
乱
し
た
状
況
下
で
は
、
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
に
最

低
３
日
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

救
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
間
は
、
誰
に
も
支

援
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
、
３

日
分
の
食
料
と
飲
料
水
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

小
美
玉
市
消
防
団

小
美
玉
市
消
防
団

　

消
防
団
長
以
下
約
５
３
９
名
、
全
19
個
分

団
か
ら
な
る
小
美
玉
市
消
防
団
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
消
火

訓
練
・
応
急
手
当
訓
練
な
ど
を
行
い
、
有
事

に
備
え
る
と
と
も
に
防
災
思
想
の
普
及
・
広

報
に
あ
た
る
こ
と
で
災
害
の
予
防
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
消
火
・
応
急
手
当

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
地
震
等
の
災
害
時

に
は
、
避
難
住
民
の
誘
導
に
あ
た
り
ま
す
。

骨折した箇所の応急処置に
傘を利用した固定の訓練

災害用伝言ダイヤルは、大規模な災害が発生

した場合に提供が開始されます。

「災害用伝言ダイヤル１７１」は、被災住民の

安否を伝える声の伝言板です。もしものため

に、ぜひ覚えておいてください。

毎月1日、「災害用伝言ダイヤル」が体験できます。

１７１をダイヤル
　　　　　　　　↓ガイダンスが流れます

　　  録音；１　　 　  再生；２　
（暗証番号利用の場合は３）　（暗証番号利用の場合は４）

連絡をとりたい被災地の方の固定番号を市外

局番からダイヤル×××ー×××ー××××

　　　↓ガイダンスが流れます

プッシュ回線；１＃　または

ダイヤル回線；ダイヤル不要
　　　↓ガイダンスが流れます

伝言の録音（３０秒以内）または

伝言の再生

【携帯電話・ＰＨＳから】
震度 6 弱以上の地震など、大きな災害が発生

した場合、「iMenu」、「EZweb」「Yahoo! ケー

タイ」「CLUB AIR-EDGE」「H"LINK」のトッ

プ画面に災害用伝言板が開設されます。

登録されたメッセージの確認は、インターネッ

ト接続可能な携帯電話、PHS及びインターネッ

トから相互に閲覧することができます。

携帯電話からインターネットを通じて家族や

親族・友人などに安否を伝えることができる

通信手段ですので、体験日にぜひ一度お試し

ください。なお、あらかじめ指定した家族や

知人に対して、災害用伝言板サービスに安否

情報が提供されたことをメールでお知らせす

るなどの機能が提供されている場合がありま

す。詳細なサービス内容については、各事業

者にお問い合わせください。

◆災害用伝言板体験日

毎月 1日・正月三が日（1/1 ～ 1/3）・「防災と

ボランティア週間」（1/15 ～ 1/21）・国の「防

災週間」（8/30 ～ 9/5）

【一般電話から】
ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル１７１

災害用伝言サービスの使い方
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一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
を
促
し
た
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会　

大
岩
重
信
会
長

　

初
め
て
防

災
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
真

剣
な
訓
練
の

様
子
や
消
防

団
の
皆
さ
ん

の
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を

見
て
、
い
ざ
何
か
が
起
き
た
時
で
も
私
た
ち
は

安
心
し
て
災
害
に
対
処
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

茨
城
は
幸
い
に
し
て
災
害
の
少
な
い
と
こ
ろ
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
こ
う
い
う
訓
練
が
無
駄
に

な
ら
な
い
よ
う
、
皆
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
、
災
害
が
な
く
、

無
駄
に
な
る
こ
と
が
一
番
い
い
の
で
す
が
。

　

き
ょ
う
は
堅
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
と

参
加
し
ま
し
た
。
何
を
着
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立

当
初
に
作
っ
た
お
揃
い
の
上
着
を
皆
で
着
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
こ
う
い
う
訓
練
に
は
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
災

害
に
備
え
る
練
習
を
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

と
思
う
の
で
、
も
っ
と
大
勢
に
参
加
を
願
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

堅
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
防
災
訓
練
は
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
年
間
の
事
業

計
画
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

防
災
協
定
に
基
づ
く
協
力
体
制
は
万
全

建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん

　

建
設
業
協
会
加
入
企
業
は
重
機
を
所
有
し
、

日
頃
か
ら
外
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
災
害
時
な
ど
日
常
業
務
で
の
技

能
が
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

か
ら
、
県
や
市
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
協
力
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
地
震
の
際
に
は
土ど

嚢の
う

づ

く
り
を
は
じ
め
、
各
種
建
設
機
械
を
配
置
し
て
市

の
防
災
活
動
に
協
力
す
る
体
制
が
で
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
、
年
末
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
凍
結
時
の
対
応
、
雪
か

き
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
や
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
や
ぐ
ら
の
設
置
や
地
な
ら
し
等
で

裏
方
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
協
会
加
入
企
業
57
社
が
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
下
請
け
ま
で
入
れ
る
と
約
１
千
名
の
協

力
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
協

会
は
市
か
ら

の
仕
事
を
請

け
て
ま
ち
づ

く
り
の
一
翼

を
担
う
わ
け

で
す
が
、
災

害
の
少
な
い

ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ

と
が
本
来
の

防
災
の
あ
り

方
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

炊き出し訓練に使用された自衛隊所
有の炊事車

ＡＥＤの使い方の説明 ３階部分から逃げ遅れた人をタンカ
で救出する訓練

す
べ
て
の
ご
婦
人
が
仲
間
で
す
。

い
つ
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会　

久
保
田
テ
ル
会
長

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
日
頃
か
ら
勉
強
会
を

重
ね
る
な
ど
災
害
に
備
え
た
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
災
害
は
予
期
し
な
い
時
に
や
っ
て
き
ま

す
。
会
議
だ
け
で
は
実
践
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
大
き
な
訓
練
が
あ
る
と
い
い
勉
強
に

も
な
る
し
、
こ
れ
を
糧
に
し
て
、
さ
ら
に
充
実

し
た
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
参
加
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
災
害
時
に
は
「
炊
き
出
し

を
す
る
」「
水
を
確
保
す
る
」「
お
年
寄
り
、
子

ど
も
な
ど
の
弱
者
を
誘
導
す
る
」
な
ど
、
私
た

ち
は
何
を
す
べ
き
か
を
学
ん
で
い
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
こ
こ
関
東
平
野
で
は
、
災
害

を
体
験
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
が
大
規

模
訓
練
を
実
施
し
、
各
分
野
の
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
一
斉
訓
練
を
す

る
こ
と
は
本
当
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
と
交

通
安
全
は
市

内
全
部
の
世

帯
が
該
当
し

ま
す
。
市
内

に
住
む
す
べ

て
の
ご
婦
人

は
仲
間
で
す
。

勉
強
会
な
ど

自
由
に
参
加

し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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美野里地域
場所・施設名 場所・施設名

15 四季の里 20 竹原小学校
16 美野里公民館 21 羽鳥小学校
17 羽鳥公民館 22 納場小学校
18 農村女性の家 23 堅倉小学校
19 農村環境改善センター 24 美野里中学校

25 茨城県立中央高等学校
26 希望ヶ丘公園
27 東平児童公園
28 堅倉わんぱく公園
29 先後公園
30 仲丸池公園
31 堅倉運動広場
32 羽鳥運動広場
33 納場運動広場
34 江戸住宅公園

玉里地域
場所・施設名

35 玉里保健福祉センター
36 生涯学習センター
37 玉里中学校
38 玉里小学校
39 玉里北小学校
40 玉里東小学校
41 玉里幼稚園
42 玉川地区学習等供用施設
43 玉里運動公園
44 高崎集落センター

小川地域
場所・施設名 場所・施設名

１ 小川公民館 ８ 小川北中学校
２ 小川小学校 ９ 小川文化センター
３ 野田小学校 10 小川温泉寿荘
４ 上吉影小学校 11 小川 B&G 海洋センター
５ 下吉影小学校 12 小川運動公園
６ 橘小学校 13 やすらぎの里小川
７ 小川南中学校 14 茨城県立小川高等学校

市内４４の
避難場所
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～ 行財政改革の取組状況をお知らせします ～

　市では、平成１９年３月に策定した「行財政改革大綱」、「行財政改革実施計画（集中改革プラン）」に基づ

き、 社会経済情勢の変化に的確に対応し、少ない費用で最大の効果を挙げることのできる行政運営を推進す

るため、平成１８年度から平成２２年度（５ヵ年）までを計画実施期間とする行財政改革に取り組んでいます。

　このたび、４年間の成果と平成２１年度の取組状況がまとまりましたのでお知らせします。

実施項目 内　　　　容 削減額

運転業務の見直し 児童クラブバスの民間委託 1,350

新たな予算編成手法の導入 施策の重点化と効率的な予算編成による削減効果 2,954

時差出勤制度の検討 時差出勤の実施による時間外勤務手当の削減効果 8,790

文書発送体制の改善 郵送の効率化、合併効果 8,716

プロジェクトチームの有効活用 介護予防事業による介護給付費の削減効果 18,420

定員管理の適正化 人件費 410,691

交際費の公表 市長・議長・教育長交際費の合併効果と支出基準による効果 8,834

広報部数の見直しと有料広告 発行部数の削減・有料広告代の収入効果 1,917

入札契約に係る情報の公表 入札設計用図書をペーパーレス化することによる削減効果 283

公用車の整理 公用車公売ほか 2,931

長期継続契約・包括委託の活用 長期継続契約・包括契約による削減効果 142,230

市税等徴収率向上 滞納処分の強化 233,138

未利用地財産の活用と処分 売り払いの実施 8,686

補助金等の適正化 市単独補助事業の見直しによる削減効果 22,492

( 単位：千円）

871,432合計

■主な実績の財政効果

　４年間で約８億７千万円の財政効果がありました。特に、人件費については約４億１千万円削減されました。

■行財政改革実施計画（集中改革プラン）の実施項目８０項目の進捗状況は以下のとおりです。

　約５割の実施項目が改革終了しました。今後も計画を確実なものにするため、進行管理を行っていきます。

・計画作成段階等の項目数　　　　　８０項目中　１項目

・改革着手（実施段階）項目数　　　８０項目中４２項目

・改革終了項目数　　　　　　　　　８０項目中３７項目

「簡素で効率的な行政の実現」と
「行政サービスの向上」を目指して！！
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■平成２１年度の集中改革プランの項目ごとに実施した事業の■平成２１年度の集中改革プランの項目ごとに実施した事業の
主な取り組みをお知らせします。主な取り組みをお知らせします。

１　行政の担うべき役割の重点化
　◇ＮＰＯ・ボランティア活動支援等の推進
　　・図書館ボランティア、生涯学習人材バンク等のボランティア受入態勢の整備に取り組みました。

　　　また、青少年健全育成団体の活動の定着化が図られました。

２　行政ニーズへの迅速かつ的確な対応を可能とする組織
　◇窓口サービスの向上
　　・平成２１年６月から市役所市民課でパスポートの

　　　発給申請受付と交付の窓口を開設しました。

　◇消防団組織の統合
　　・消防団組織の統合により指揮系統の確立が図られ

　　　ました。（３３分団→１９分団に改編）

３　職員の定員管理及び給与の適正化
　◇定員管理の適正化
　　・定員適正化計画に基づき、職員の削減を実施しま

　　　した。（Ｈ２２．４．１現在　５３３人）

　　　【合併前（６６７人）との対比　１３４人減

　　　　純減率２０．１％】

４　公正の確保と透明性の向上
　◇入札契約制度の改善
　　・透明性や入札事務の効率化を図るため、電子入札の拡大を推進しました。

　　　電子入札の実施【Ｈ１９年度（１１件）→Ｈ２１年度（１９１件）】

　◇市議会会議録の市のホームページへの掲載
　　・議会の情報公開を図るため、委員会報告等の掲載によるホームページの充実がなされました。

５　電子自治体の推進
　◇スポーツ施設、公民館、図書館のインターネット予約システムの拡充運用
　　・図書館貸出システムの導入により、インターネットを通して、図書等の所蔵状況や予約、利用状況が

　　　確認できるようになりました。また、市内の各図書館において図書の予約・貸出・返却が可能になり、

　　　利便性が図られました。

問い合わせ問い合わせ 企画調整課　　☎４８－１１１１　内線１２３１

　「行財政改革大綱」及び「行財政改革実施計画（集中改革プラン）」は、平成２２年度が最終年度であり、

目標の実現に向け、行財政改革推進本部を中心に全庁的に取り組んでいきます。また、市では「第２次行

財政改革大綱」及び「第２次行財政改革実施計画（アクションプラン）」の策定に向け、課題の整理や基本

方針、推進内容の策定などに取り組んでいます。

■平成２２年度の取り組みについて■平成２２年度の取り組みについて

■行財政改革の推進について■行財政改革の推進について

　今後も広報紙やホームページを通して、改革の推進状況を公表し、市民の皆さんの声を反映させながら、

行財政改革を推進してまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。行財政改革実施計画（集中

改革プラン）の詳細ほか、市の行財政改革については、ホームページで公表しています。
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受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

❖
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
❖

◆
旭
日
中
綬
章

　
　

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
副
会
長

　
　
　

井
元　

義
久

◆
旭
日
双
光
章

　
　

元
小
美
玉
市
議
会
議
員

　
　
　

笹
目　

操

◆
瑞
宝
小
綬
章

　
　

元
公
立
養
護
学
校
長

　
　
　

佐
伯　

進

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

元
玉
里
村
消
防
団
団
長

　
　
　

大
山　

等

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

各
種
統
計
調
査
員

　
　
　

外
之
内　

榮

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

元
文
部
科
学
省
大
臣
官
房

　
　

会
計
課
管
理
班
警
務
員

　
　
　

八
子　

進

　

井
元
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
弁
護
士
登

録
さ
れ
、
平
成
７
年
に
日
本
弁
護
士
連
合

会(

以
下
、
日
弁
連)

常
務
理
事
に
就
任
。

平
成
14
年
に
は
日
弁
連
副
会
長
兼
第
二
東

京
弁
護
士
会
会
長
と
し
て
、
司
法
を
よ
り

市
民
の
身
近
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
司
法
制
度
改
革
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
も
東
京
を
中
心
に
現
役
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

笹
目
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
３
月
か
ら
玉

里
村
議
員
と
し
て
26
年
と
半
月
及
び
町
村

合
併
後
小
美
玉
市
議
会
議
員
と
し
て
の
１

年
８
カ
月
を
含
め
た
27
年
８
カ
月
半
の
長

き
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
在
職
し
ま
し

た
。

　

平
成
２
年
か
ら
は
玉
里
村
議
会
議
長
と

し
て
議
会
運
営
に
尽
力
。
合
併
後
は
市
議

会
初
代
副
議
長
と
し
て
議
会
の
基
礎
・
基

盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
か
ら
18
年
間

高
校
で
農
業
教
育
を
指
導
し
、
昭
和
54
年

か
ら
は
養
護
教
育
、
教
育
行
政
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
は
茨
城
県
立
鹿
島
養
護
学

校
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
13
年
に
茨
城
県

立
友
部
東
養
護
学
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ

る
ま
で
、
熱
意
を
も
っ
て
教
育
に
あ
た
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
子
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
文
部
省
に

警
務
員
と
し
て
入
省
し
、
平
成
22
年
ま
で

の
34
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
庁
舎
警
備

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
は
守
衛
長
を
勤
め
、

日
々
の
業
務
の
中
で
鍛
え
ら
れ
た
眼
力
を

大
い
に
生
か
し
て
庁
舎
の
安
全
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　

外
之
内
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か
ら
統
計

調
査
員
と
し
て
39
年
の
長
き
に
わ
た
り
58

回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
統
計
調
査
の
重

要
性
を
良
く
認
識
し
、
豊
富
な
経
験
を
生

か
し
て
常
に
正
確
な
調
査
を
行
う
姿
は
他

調
査
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
山
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
玉
里
消

防
団
団
員
と
し
て
入
団
し
、
以
来
31
年
の

長
き
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
３
年
に
は
、
長
年
の
経
験
と
指
導

力
、
さ
ら
に
は
地
域
か
ら
の
信
頼
と
統
率

力
が
評
価
さ
れ
、
玉
里
村
消
防
団
団
長
に

就
任
。
消
防
業
務
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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まちづくり組織紹介
【テーマ型まちづくり組織】 【まちづくり委員会】

小美玉生物の会

会　長：櫻井　浩
認　定：Ｈ１７年８月
構　成：３０人

羽鳥十二所区会

区　長：佐々木　正城
認　定：Ｈ１９年１月
構　成：２６６世帯

お！みた !! まちづくりお！みた !! まちづくり

無着色畳で健康生活

畳 ･襖 ･障子 ･アミ戸

正直価格

○家具の移動
○日帰り畳工事
○柱切りかけ代
○仕上げ拭き掃除

全
部
無
料

熊本産

創業300年

国産品国産品のの

相川畳店
地域一番安い！

石岡市旭台1-15-1

一年中セール

私がおうかがいします

26-0669

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

笹 光 建 設株式会社

〒 311-3416　茨城県小美玉市与沢 253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

www.sasamitu.co.jp/

ささみつ 検索

新築 / 増改築 / 小さなリフォームなど

　地元小美玉市の自然環境の現状を知るための生物

調査を行い、その結果を皆さんに知ってもらう活動

や、市のまちづくりに役立てていく活動を行ってい

ます。会員には小学生から７０代の方までおり、楽

しく自然を調査しています。興味のある方はぜひご

参加ください。

URL：http://park15.wakwak.com/̃minori_s/

　十二所区には、昭和３５年に新興住宅地として住み

始めた方々の有志による組織として発足した、伝統あ

る自警消防団があります。現在は平成５年に発足した

女子消防団とともに、男女混合自警消防団として活動

しています。

　主な活動内容は、月１回の定例訓練をしている他、

３・８月には区内夜警巡視など活発に活動しています。

　また、近年では消防団員の訓練を一般住民に見ても

らい、必要に応じて機材等に触っていただくことで、

消防活動に関心をもっていただけるよう啓蒙活動も数

年続けています。

まちづくり組織の活動 各地でさまざまなイベントを開催し、まちづくり組織が活動しています。

訓練に励む自警消防団親子連れで大盛況だった ｢夏休み自然観察教室｣

　納場地区コミュニティ
　( 球技大会 ) H22.10.24

　佐才区
　( 佐才区運動会・三世代交流会 ) H22.10.24

　玉里小学校区コミュニティ
　( 世代間交流球技大会 ) H22.11.14
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　１０月２９日、石岡ゴルフ倶楽部で、市民等１７２人

の参加により「第５回小美玉市民ゴルフ大会」が開催さ

れました。

　今大会は絶好のゴルフ日和となり、参加者は緊張の中

にも、和やかな雰囲気でお互いの交流を図りながら競技

が行われました。

　大会結果は、次のとおりです。

総合優勝　亀山一
はじめ

さん

シニアの部
　優勝　中島行雄さん
女子の部　
　優勝　鶴町文子さん
ベストグロス　
　シニアの部　猪野達さん
　男 子 の 部　太田智喜さん
　女 子 の 部　野口道子さん

わわ だだ いい
市民等１７２人が参加！

第 5 回小美玉市民ゴルフ大会

総合優勝の亀山一さん 女子の部優勝
鶴町文子さん

シニアの部優勝
中島行雄さん

　１０月２２日、茨城東部地区連絡会統括局長の綿引勝茂

小桜郵便局長が市役所を訪れ、茨城空港開港記念オリジナ

ルフレーム切手シートを島田市長に贈呈しました。

　この切手は、グラフィックデ

ザイナーの藤代範雄氏が無償で

デザインを引き受け、小美玉市

茨城空港キャラクター「スカイ

スリー」を生き生きと表現して

います。１シート８０円切手

１０枚組１，２００円で、１０月

２２日から空港周辺の８５郵便

局で計１，５００シートを販売開

始し、大好評により完売しまし

た。ただ今、市内の郵便局で追

加購入の予約受付中です。

写真右から藤代範雄さん、島田市長、小美玉市茨城空港利用

促進協議会 飯島利武会長、小桜郵便局 綿引勝茂局長（前列）

前列左から小林海
か い と

渡さん、小林礼
れ な

奈さん、新
にいつま

妻

亜
つ ぐ み

美さん、大山藍
あい

さんとその保護者の皆さん

地域安全マップコンクール
４名の作品が入賞

茨城空港開港記念
オリジナルフレーム切手を贈呈

　このたび、地域安全マップコンクール　’１０

に納場小学校、玉里北小学校の児童４名の作品

が入賞。その報告に 4 名の児童及びその保護者

が島田市長を訪問しました。

　このコンクールは、小学生が通学路や自分た

ちの遊び場などの安全度を友人や兄弟、保護者

と一緒に確認し、その結果をまとめることで危

険の予測や回避する力を養うことを目的に募集

されたものです。

＜主な入賞者＞

茨城県教育委員会教育長賞

　　　　　　　　　新
にいつま

妻亜
つ ぐ み

美さん（納場小２年）

県警察本部長賞　　大山藍
あい

さん（玉里北小５年）

県防犯協会理事長賞　小林礼
れ な

奈さん（納場小 4 年）

　　　　　　　　　小林海
か い と

渡さん（納場小１年）

入賞おめでとうございます。
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井坂隆一さん、高須　忠さんが
体育指導委員３０年勤続表彰を受賞

健やかな成長を祝う
　「七つの祝い式典」を開催

ランドセルを受け取った代表園児の信戸孝太くん、
宮川絢音さん 

　井坂隆一さん（柴高）、高須忠さん（二本松）が第

５１回全国体育指導委員研究協議会で、全国体育指導委

員連合会から３０年勤続表彰を受けました。

　井坂さんは、昭和５４年に旧美野里町の体育指導委員

に就任後、地域スポーツの振興に尽力され、特に専門分

野の陸上競技において大いに手腕を発揮。現在もその経

験を生かし、さまざまなスポーツ分野での指導にご活躍

されています。

　また、高須さんは、昭和５５年に旧小川町の体育指導

委員に就任後、体育指導委員長歴任など地域スポーツの

発展に大いに尽力されるとともに、平成２２年３月に退

任されるまでの長きにわたり、小美玉市体育指導委員と

して本市スポーツ振興の基盤づくりに多大な貢献をいた

だきました。

　これまでのお二人のご尽力に深く感謝いたします。

　１１月１１日、小川文化センター（アピオス）大ホー

ルで、来春、小美玉市内の小学校で新一年生となる

４９２名の児童と保護者を招待した「七つの祝い記念式

典」が開催されました。

　式典では、島田市長からのお祝いのことばが述べら

れ、その後、記念品のランドセルが代表園児２名に手渡

されました。また、式典終了後には、記念行事の児童劇

「ジャックと豆の木」の公演が行われ、ステージいっぱ

いに繰り

広げられ

る楽しい

物語に子

どもたち

の喜びの

声が響い

ていまし

た。

井坂隆一さん

写真左から保田篤也さん、横田佳夫さん、松本

義則さん、井坂英二さん

高須忠さん

ターゲットバードゴルフ
県南ブロック交流大会で優勝

茨城県知事褒賞を受賞

　９月２６日、第２回茨城県ターゲットバード

ゴルフ３ブロック交流大会が開催され、本市か

ら出場した井坂光男さん（柴高）が県南ブロッ

クで見事優勝を果たしました。

　昨年、県内一斉で行っていた今大会を、今年

は県南 ･ 県西・県北の３地域に分け、それぞれ

の会場で同日に実施。小美玉市ターゲットバー

ドゴルフクラブ（軽部忠秋会長）の皆さんは小

美玉市の四季健康館横のターゲットバードゴル

フ場を会場として行われた県南ブロックに出場。

井坂さんは出場者数約８０名の中で見事優勝を

果たされました。

　会長の軽部さんは「小美玉市のターゲットバー

ドゴルフ場は県内でも屈指のコース。県外から

の利用希望があるほど。私たちも一生懸命手入

れをし、大事に使っています。今回、井坂さん

の優勝でクラブの活動が一層充実し、レベルアッ

プが図られると思います」と話されていました。

　１０月２７日、小美玉市青少年相談員の横田佳

夫さん（羽鳥）、井坂英二さん（西郷地）、松本義

則さん（羽刈）、保田篤也さん（部室）の４名が、

茨城県青少年相談員としての永年活動者に贈られ

る茨城県知事褒賞を受賞されました。

　受賞された皆さんは、２０年以上にわたり青少

年相談員として市内の巡回パトロール、祭礼及び

市・学校行事等への巡回パトロール、啓発活動、

社会環境浄化などの活動に従事されました。現在

も青少年の健全育成・非行防止活動、地域社会づ

くりにご活躍いただいています。

　今回受賞された皆さんとともに、地域が一体と

なって子どもたちの健やかな成長を支える環境づ

くりを目指しましょう。

　皆さんの永年のご活躍に深く感謝いたします。
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　歌や踊り、楽器演奏、郷土

芸能、ファッションショーな

ど、これまで準備・練習して

きた成果が披露されました。

　各会場に訪れたたくさんの

来場者は文化祭ならではの多

様なジャンルの発表を楽しむ

ことができました。

　市民団体や市内幼稚園、保

育園、小中学校など、団体 ･

個人を問わずたくさんの作品

が展示されました。

　来場者は、さまざまな作品

を鑑賞し、普段の生活では触

れる機会の少ない文化・芸能

などにより関心を持つ機会と

なりました。

　１０月３０日 ( 土 ) ～１１月７日 ( 日 ) の９日間にわたり、四季文化館（みの～れ）・

小川文化センター ( アピオス )・生涯学習センター ( コスモス ) の３会場で第５回小

美玉市民文化祭が開催され、さまざまな舞台発表・イベント・作品展示が催されま

した。

▲リコーダー合奏

▼たくさんの展示作品

▲フラワーアレンジメント

▲盆栽

▲親子合唱

▲舞踊

▲バレエ

▲大正琴演奏

▲園児発表

▲リコーダー合奏

▲親子合唱

▲ルンビニーバンド

▲ファッションショー

▲ギター演奏

▲ダンス

▼たくさんの展示作品

▲児童による作品展示

▼ニードルワーク▼ニ ドルワ ク

▲フラワ アレンジメント

▲盆栽

▲パンの花＆レカンフラワー▲俳句・短歌

▲生物展

1212 平成 22年 12月９日　広報おみたま
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小美玉市誕生小美玉市誕生
５周年記念 第５回小美玉市民文化祭

　消費生活展や出店、お茶席

体験、ヘルスメイト展、子ど

も広場など、子どもから大人

まで多くの方が参加できるイ

ベントが催されました。

　個々の特色が活かされたイ

ベントに、来場者は興味津々。

「私もやってみたい！」そん

なつぶやきが聞こえそう。

　１０月２４日、「おみたま産業まつり」が盛

大に開催されました。

　今年度は茨城空港の開港に併せて空港公園

を会場に、昨年度まで別々に行っていた「商

工フェスティバル」と合同での開催となりま

した。

　会場には５５の企業・団体が出店。来場者

数は過去最高を記録し１万人超えを果たしま

した。

　また、会場では模擬上棟式やものまねショー

などのイベントが催され、たくさんの人が楽

しみました。

▲はたおり体験

▲お茶席体験

▲子ども上棟式

▲百里エイサー

▼会場となった空港公園

▲お茶席体験

▲はたおり体験

▲百里エイサ

▼会場となった空港公園

▲子ども上棟式

▲ヘルスメイト展

▲多くの人で賑う出店

　

エ
コ
バ
ッ
グ
販
売

▲おはなし会

　

子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ

　

エ
ア
ー
ド
ー
ム

▼開会式 小美玉市誕生５周年記念

茨 城 空 港 開 港 記 念

▼あったかい蕎麦で一息

　チンドンバンド
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小
美
玉
市
で
は
、
公
平
公
正
で
偏
り
の
な

い
オ
ー
プ
ン
な
市
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が

相
互
の
情
報
を
共
有
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
市
政
へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、市
民
の
意
向
を
市
政
に
反
映
し
て
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
市
政
運
営
を
図

る
た
め
、
区
長
会
と
の
共
催
に
よ
り
10
月
16

日
〜
23
日
に
か
け
て
、
市
内
３
地
区
で
行
政

懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
各
地
区
で
出
さ
れ
た
意
見
と

そ
の
回
答
の
概
要
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

玉
里
地
区
（
10
月
16
日
）

玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
地
区
懇
談
事
項
】

◆
玉
里
総
合
運
動
公
園
（
Ｂ
＆
Ｇ
玉
里
海
洋

セ
ン
タ
ー
）
の
整
備

問
玉
里
の
Ｂ
＆
Ｇ
は
野
球
関
係
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
２
面

と
体
育
館
、
夏
期

の
プ
ー
ル
、
歩
く

コ
ー
ス
、
屋
外
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ス
と

ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り

台
が
あ
る
。
運
動

場
は
素
晴
ら
し
い
が
、下
の
ほ
う
を
歩
く
と
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
に
行
く
と
こ
ろ
が
水
溜
り

で
、
そ
の
横
が
草
っ
原
。
マ
ム
シ
注
意
の
看

板
が
２
、
３
カ
所
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
が
薄

暗
く
防
犯
上
も
芳
し
く
な
い
。

　

設
備
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
の
場
所
を
移
動
し
て
は

ど
う
か
。
皆
に
利
用
し
た
い
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
公
園
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

答
運
動
公
園
は
、
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
幅
広
く
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ

く
り
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
施
設
の
老
朽
化
と
い
う
部
分
は
否
め

な
い
と
こ
ろ
で
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り

修
繕
を
し
て
お
り
、
今
後
も
計
画
的
に
修
繕

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
は
自
然
や
地
形
、
自

然
の
良
さ
を
生
か
し
て
整
備
を
し
ま
し
た
。

当
初
は
明
る
か
っ
た
の
で
す
が
樹
木
が
年
々

生
い
茂
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
よ
り
薄
暗
く

な
っ
て
き
た
の
は
否
め
ま
せ
ん
。
場
所
の
移

動
と
い
う
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市

と
し
て
は
、
今
後
も
あ
の
場
所
で
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
薄
暗
さ
の
解
消
の

た
め
に
下
草
刈
り
・
枝
打
ち
な
ど
、
で
き
る

限
り
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

市
民
の
皆
様
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
一
緒
に

景
観
の
保
全
・
改
善
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
環
境
に
や
さ
し
い
カ
モ
対
策

問
高
崎
よ
り
野
口
孝
光
さ
ん
下
ま
で
が

鳥
獣
保
護
区
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

23
年
10
月
末
日
で
指
定
期
間
が
切
れ
る
。
指

定
当
時
、
県
環
境
生
活
課
と
話
し
合
い
を
行

い
「
地
元
の
要
望
が
あ
れ
ば
解
除
す
る
」
と

の
項
目
が
あ
る
と
の
こ

と
。
解
除
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。
あ
る
い

は
、
霞
ヶ
浦
へ
カ
モ
の

エ
サ
場
を
作
れ
ば
違
う

の
で
は
な
い
か
。

答
高
浜
入
江
に
つ
い
て
は
平
成
13
年
に

県
か
ら
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
を
受
け
、

平
成
23
年
10
月
31
日
で
満
了
し
ま
す
。「
県

環
境
生
活
課
と
関
係
機
関
と
の
協
議
の
中
で

地
元
の
要
望
が
あ
れ
ば
地
区
指
定
の
解
除
が

で
き
る
」
と
し
た
指
定
当
時
の
文
書
の
存
在

は
確
認
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
年
10
月
31
日
に
指
定
が
切
れ
る
の
で
地

元
カ
モ
の
被
害
防
止
対
策
は
餌
場
の
設
置
も

含
め
な
が
ら
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
中
台
下
池
の
野
生
ハ
ス
の
除
去

問
中
台
下
池
は
、
竹
林
で
隠
れ
て
い
た
。

竹
林
を
切
っ
て
も
ら
っ
た
ら
野
生
の

ハ
ス
が
あ
っ
た
。
最
初
は
ほ
ん
の
一
握
り

だ
っ
た
が
２
、
３
年
し
た
ら
池
の
９
割
く
ら

い
が
野
生
ハ
ス
で
覆
わ
れ
た
。
市
に
問
い
合

わ
せ
た
ら
池
の
管
理
は
水
利
組
合
だ
と
言
わ

れ
た
。
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
た
め
の
貯
水
池

に
な
っ
て
い
る
。　

　

野
生
ハ
ス
が
繁

茂
し
て
い
る
と
雨

が
降
っ
た
時
に
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が

流
れ
込
ん
で
ゴ
ミ

が
集
ま
る
。
ア
オ

コ
も
発
生
し
て
環

境
上
よ
く
な
い
。

答
野
生
ハ
ス
が
池
を
覆
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
よ
り
治
水
、
汚
濁
な
ど
水
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
水

質
改
善
等
の
観
点
か
ら
野
生
ハ
ス
の
除
去
が

必
要
で
す
が
池
に
生
息
す
る
生
物
の
影
響
等

も
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
野
生
ハ
ス
の

除
去
は
舟
で
の
刈
取
り
、
農
閑
期
に
下
流
水

田
の
水
を
抜
く
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

実
施
す
る
か
は
地
域
住
民
、
水
利
組
合
と
協

議
し
て
対
策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
意
見
】

問
学
校
の
統
廃
合
の
問
題
は
時
間
を
か

け
、
地
元
の
意
向
を
十
分
聴
取
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
生
徒
・
児
童
数
の
将
来
見
込
を
考
え

な
が
ら
、
学
校
の
適
正
規
模
は
ど
う

い
っ
た
と
こ
ろ
が
い
い
の
か
、保
護
者
代
表
、

学
校
の
先
生
方
、
議
会
の
代
表
、
地
域
の
代

表
と
い
っ
た
方
々
を
構
成
委
員
と
し
た
適
正

化
等
の
検
討
委
員
会
を
組
織
す
る
た
め
、
検

討
委
員
会
の
構
成
の
協
議
に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

い
き
な
り
統
廃
合
、
効
率
化
だ
け
の
議
論

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い

市
民
の
皆
様
と

行
政
が

意
見
を
交
換

行
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
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う
教
育
環
境
が
望
ま
し
い
の
か
を
検
討
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
話
し
合
い
を
し
、

十
分
な
議
論
の
中
で
そ
の
方
向
性
を
見
出
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
は
公
開
で
行
お
う
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
な
が

ら
意
見
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
併
特
例
債
は
ど
の
く
ら
い
使
っ
た

か
。
あ
と
ど
の
く
ら
い
使
え
る
の
か
。

答
玉
里
地
区
の
特
例
債
事
業
と
し
て

は
田
木
谷
上
玉
里
線
、
栗
又
四
ケ

線
で
す
。
特
例
債

の
活
用
可
能
額
は

２
１
９
億
５
千
万
円

で
す
が
、
市
で
は
そ

の
60
％
の
１
３
５
億

以
内
に
と
ど
め
る
と

い
う
こ
と
で
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
終
了
し
た

事
業
は
小
川
地
区
の

統
合
幼
稚
園
整
備
事
業
、
共
同
調
理
場
の
整

備
事
業
な
ど
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
田
木
谷
栗

又
四
ケ
線
の
道
路
整
備
、
羽
鳥
宿
張
星
線
２

路
線
、
小
川
地
区
で
中
央
線
が
事
業
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
耐
震
関
係
で
美

野
里
・
小
川
・
玉
里
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
統
合
幼
稚
園
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、道
路
、耐
震
化
事
業
で
約
27
億
円
使
っ

て
、
今
後
１
０
０
億
円
と
い
う
予
定
で
す
。

問
区
に
と
っ
て
防
犯
灯
の
負
担
が
大
き

い
。
市
の
負
担
と
す
る
か
、
一
律
で

未
加
入
者
に
も
負
担
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
防
犯
灯
は
平
成
19
年
４
月
に
防
犯
灯

の
設
置
、
維
持
管
理
を
定
め
た
要
綱

に
基
づ
い
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
電
球
や
電
気
代
な
ど
が
地
区
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
に
早
期
に
切
り
替

え
を
し
て
電
気
代
の
軽
減
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
川
地
区
（
10
月
20
日
）

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ピ
オ
ス
）

【
地
区
懇
談
事
項
】

◆
消
防
用
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
点
検
及

び
ホ
ー
ス
交
換

問
小
川
地
内
全
地
区
を
対
象
と
し
て
水

道
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
消
火
栓
が

各
地
区
に
設
置
さ
れ
、
消
防
用
消
火
栓
格
納

箱
の
ホ
ー
ス
が
交
換
さ

れ
た
。
設
置
後
20
年
余

を
経
過
し
て
い
る
。
緊

急
時
に
使
用
が
で
き
な

い
心
配
が
あ
る
。
未
然

に
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

早
急
に
点
検
し
、
不
良

ホ
ー
ス
の
交
換
を
願
い

た
い
。
消
火
栓
を
開
け

る
開
閉
金
具
が
な
く
な
っ
て
い
る
格
納
箱
も

あ
る
。
併
せ
て
対
処
を
。

答
消
防
本
部
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
２

カ
年
を
か
け
て
市
内
５
４
５
基
の
格

納
箱
の
状
況
と
収
納
ホ
ー
ス
の
製
造
年
を
目

視
で
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
は
小

川
地
区
５
２
２
本
、美
野
里
地
区
２
４
７
本
、

玉
里
地
区
５
９
２
本
の
中
に
、
製
造
年
が
昭

和
41
年
の
も
の
か
ら
あ
り
、
劣
化
を
し
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
状
況
で
す
。
特
に
20
年

を
経
過
し
た
も
の
が
60
％
強
あ
る
と
い
う
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
は
厳
し
い
財
政
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
財
政
部
局
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
順
次
交
換
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
、
格
納
箱
に
つ
い
て
は
修
理
・
交
換
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
意
見
】

問
こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
等
で
要
望

さ
れ
た
事
業
の
実
施
率
は
何
年
間
の

平
均
か
。

答
合
併
以
降
、
行
政
懇
談
会
や
正
副
区

長
と
の
意
見
交
換
会
で
約
３
０
０
件

以
上
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事

業
完
了
を
し
た
割
合
は
18
年
度
か
ら
42
％
、

65
％
、
43
％
、
27
％
と
な
り
全
体
で
約
54
％

が
完
了
し
ま
し
た
。
区
長
か
ら
は
要
望
し
て

も
や
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り

ま
す
が
、
す
ぐ
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
、
例
え
ば
、
道
路
問
題
は
計
画
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
に
な
る
ま
で

か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
市
の
財
政
状

況
も
あ
り
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
順
次
整
備

し
て
い
る
状
況
で
す
。

問
茨
城
空
港
の
搭
乗
率
は
。

答
国
際
線
の
ア
シ
ア
ナ
航
空
は
７
月
が

約
74
％
、
８
月
は
約
81
％
、
９
月
は

夏
休
み
も
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
若
干
落

ち
込
み
約
61
％
で
し
た
。

　

国
内
線
の
ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
４
月
16
日
か

ら
毎
日
運
航
で
、
６
月
が
68･

２
％
、
７
月

73･

９
％
、
８
月
87･
４
％
。
夏
期
期
間
の

実
績
で
は
８
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
期
間

は
ス
カ
イ
マ
ー
ク
全
路
線
で
一
番
高
い
搭
乗

率
の
97
％
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

春
秋
航
空
の
搭

乗
率
は
７
月
28
日

の
就
航
か
ら
10
月

２
日
ま
で
で
81･

３
％
で
す
。
併
せ

て
茨
城
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
来
場
者

数
は
開
港
か
ら
９

月
ま
で
累
計
61
万
９
３
０
０
人
。
１
日
平
均

が
約
３
０
３
６
人
、
７
月
22
日
に
50
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

問
（
仮
）
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
事
業
の
位

置
づ
け
。
市
民
の
利
活
用
見
込
み
。

場
所
の
選
定
は
。

答
（
仮
）
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
の
計

画
は
、
旧
小
川
時
代
の
長
期
計
画
や

茨
城
空
港
の
供
用
化
の
構
想
が
で
き
た
と
き

に
、
当
時
の
小
川
町
、
美
野
里
町
、
茨
城
町
、

国
と
県
と
共
同
で
作
っ
た
常
陸
平
野
開
発
整

備
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
た
計
画
の
延
長
線
上

と
し
て
小
美
玉
市
の
総
合
計
画
の
中
で
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
利
用
は
約
３
割
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
以
外
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
供
用
設
備
の
利
用
を
見
込
め
ば
さ

ら
に
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
場
所
と
し
て

は
、
幹
線
道
路
の
整
備
計
画
が
あ
る
と
と
も

に
、
外
部
か
ら
の
利
用
の
利
便
性
を
考
え
る

と
常
磐
道
の
岩
間
Ｉ
Ｃ
と
近
接
の
場
所
で
あ

り
、
広
域
的
な
側
面
で
見
る
と
利
便
性
の
高

い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
市
の
北
に
位
置
し
て

い
ま
す
が
、
計
画
面
積
の
多
く
が
市
の
保
有

地
で
あ
る
な
ど
の
優
位
性
か
ら
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

田木谷上玉里線完成予想図

見学者数 ･搭乗率とも順調
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問
防
災
行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
が
導

入
さ
れ
た
後
も
、
屋
外
の
防
災
行
政

無
線
を
撤
去
し
な
い
で
欲
し
い
。

答
現
在
導
入
を
検
討
し
て
い
る
個
別
受

信
機
は
聞
き
な
お
し
が
で
き
る
よ
う

な
使
い
勝
手
の
よ
い
機
種
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
屋
外
の
防
災
行
政
無
線
施
設
は
耐
用
年

数
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い

て
は
決
定
し
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
ご

意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問
４
ｍ
以
下
の
道
路
整
備
の
状
況
は
。

答
４
ｍ
以
下
の
道
路
は
区
長
か
ら
要
望

を
受
け
て
そ
の
都
度
補
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
未
舗
装
道
路
の
場
合
は
砕
石
の
敷

設
、
舗
装
道
路
は
舗
装
材
に
よ
る
舗
装
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
路
肩
や
ノ
リ
、
側

溝
の
補
修
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
の
改
良
基
準
は
、
道
路
の
幅

員
４
ｍ
、
排
水
側
溝
等
80
㎝
、
計
４
・
８
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
茨
城
空
港
か
ら
の
高
速
バ
ス
利
用
者

は
待
ち
時
間
の
間
、
ト
イ
レ
に
不
便

を
感
じ
て
い
る
。
市
か
ら
県
に
要
望
し
て
外

に
ト
イ
レ
を
作
る
な
ど
早
急
な
対
応
を
。

答
東
京
駅
発
茨
城
空
港
着
の
直
行
バ
ス

で
ビ
ル
の
閉
館
後
に
到
着
す
る
バ
ス

（
２
便
）
に
つ
い
て
は
バ
ス
の
到
着
前
に
車

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
ビ
ル
の
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
旨
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
、
バ
ス
内
の
ト
イ

レ
を
使
う
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

６
時
20
分
発
東
京
駅
行
き
の
利
用
者
は
バ
ス

を
待
つ
間
、
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
態
で
す
。
現
在
は
茨
城
空
港
の
敷

地
内
に
も
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
港
公

園
内
の
ト
イ
レ
設
置
は
管
理
を
し
て
い
る
県

に
要
望
す
る
な
ど
し
て
、
航
空
機
を
利
用
す

る
お
客
様
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
茨
城
空
港
が
身
近
な
施
設
に
な
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
半
額
地
域
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｓ

料
金
も
半
額
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
現
在
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
に

準
ず
る
措
置
と
し
て
聴
視
障
害
該
当
世
帯
は

通
常
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
契
約
で
あ
れ
ば
受

信
料
の
支
払
い
は
実
質
０
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｂ
Ｓ
放
送
の
受
信
料
に
つ
い
て
、
北
関
東

防
衛
局
周
辺
環
境
整
備
課
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
「
助
成
措
置
は
一
般
的
な
テ
レ

ビ
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
任
意
契
約
に
お
け
る
Ｂ
Ｓ
放
送
は
特

殊
な
た
め
現
在
は
対
象
と
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
今
後
は
地
元
住
民
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
他
県
の
同
じ
よ
う
な
地
域

や
関
係
団
体
と
検
討
を
行
い
前
向
き
に
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
野
里
地
区
（
10
月
23
日
）

四
季
文
化
館
（
み
の
〜
れ
）

【
地
区
懇
談
事
項
】

◆
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
対
す
る
取
り
組
み

問
小
美
玉
市
は
空
港
が
開
港
さ
れ
、
ラ

ジ
オ
で
も
テ
レ
ビ
で
も
有
名
な
市
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
空
港
の
２
階
は
汚
れ
た

絨
毯
、
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
ゴ
ミ
が

山
積
み
ま
た
は
ポ
イ
捨
て
が
あ
り
非
常
に

汚
い
光
景
が
目
に

入
る
。
高
速
道
路

の
側
道
に
は
コ
ン

ビ
ニ
で
買
っ
た
飲

み
物
の
カ
ッ
プ
や
、

食
べ
物
の
包
装
、

飲
料
、
ビ
ー
ル
の

缶
等
が
ポ
イ
ポ
イ

と
捨
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
ゴ
ミ
は

早
い
時
期
に
回
収

し
な
い
と
ど
ん
ど
ん
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
状

況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。

　

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
役
所
、
市
民
の

会
、
区
長
会
、
商
工
会
（
会
社
関
係
）
な
ど

が
一
緒
に
な
っ
て
、
小
美
玉
市
全
体
で
き
れ

い
な
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
る
。
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
と
い
う
言
葉

ど
お
り
に
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
高
校
、
中

学
、
学
生
の
と
き
か
ら
そ
う
い
う
体
制
で
い

け
ば
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
ご
み
等
の
不
法
投
棄
は
、
管
理
の
行

き
届
い
て
い
な
い
場
所
に
捨
て
ら
れ

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
公
共
用
地

以
外
の
空
地
や
、
農
地
、
道
路
、
高
速
道
路

の
側
道
へ
の
不
法
投
棄
も
か
な
り
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
ご
み
の
不
法

投
棄
等
を
防
止
し
、
市
民
の
良
好
な
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、
平
成
18
年
度
に
『
小
美
玉

市
環
境
美
化
条
例
』を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
空
き
缶
等
の
投
げ
捨
て
禁
止
及

び
投
げ
捨
て
禁
止
違
反
者
へ
の
勧
告
、
命
令

等
を
定
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
悪
質
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
警
察
と
協
力
し
な
が
ら
摘
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
等
の
不
法
投
棄
は
、
地
域
の
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
の
破
壊
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
現
在
、
不
法
投
棄
監
視

員
及
び
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市

内
全
域
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
通
報
活
動
、

不
法
投
棄
防
止
看
板
等
の
設
置
な
ど
の
不
法

投
棄
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
行
政
区
の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
内
全
域
で

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
何
よ
り
も
大
事

で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
監

視
す
る
な
ど
、
お
互
い
に
地
域
を
守
っ
て
い

く
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
。
今
後
も
、
不
法
投
棄
の
根
絶
に
向

け
て
、
引
き
続
き
県
及
び
関
係
機
関
等
と
連

携
し
、
監
視
の
強
化
、
不
法
投
棄
の
啓
発
活

動
等
を
実
施
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
し
尿
及
び
浄
化
槽
の
汲
み
取
り
料
金

問
し
尿
汲
み
取
り
料
金
「
収
集
並
び
に

運
搬
、
処
分
に
つ
い
て
は
18
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
１
５
３
円
を
超
え
る
料
金
を
受
け

て
は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
小
美
玉
市
全
域
統
一
料
金
と
解
釈
し
て
よ

ろ
し
い
か
。
ま
た
、
浄
化
槽
の
汲
み
取
り
料

金
が
条
例
に
な
い

が
、
決
め
ら
れ
た

料
金
体
系
は
あ
る

の
か
。

　

料
金
の
話
を
す

る
と
誤
差
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い

が
、
旧
美
野
里
の

業
者
は
１
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
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の
汲
み
取
り
料
金
が
１
３
０
０
０
円
、
旧
小

川
地
区
は
８
０
０
０
円
く
ら
い
、
玉
里
地
区

は
９
０
０
０
円
前
後
を
料
金
と
し
て
請
求
し

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
料
金
体
系
を
統
一
で

き
な
い
か
。
市
民
が
自
由
に
業
者
を
選
択
し

て
、
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

答
し
尿
の
汲
み
取
り
料
金
は
、
合
併
後
、

平
成
18
年
度
に
小
美
玉
市
廃
棄
物
の

減
量
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、

そ
の
中
で
『
し
尿
の
収
集
及
び
運
搬
な
ら
び

に
処
分
に
つ
い
て
は
、
18
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

１
５
３
円
を
超
え
る
料
金
を
受
け
て
は
な
ら

な
い
』
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
汲
み
取
り
料
金
は
、
特
に
条
例

の
中
で
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
法
の

中
で
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
の
料

金
は
、
法
令
に
基
づ
く
規
制
は
な
く
、
各
事

業
者
が
営
業
努
力
に
基
づ
い
て
設
定
し
て
い

る
も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
由
競
争
の
中
で
営
業
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
条
例
で
料
金
を
定
め
る
の
は
困
難
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

３
点
目
の
浄
化
槽
の
汲
み
取
り
料
金
は
各

事
業
者
が
自
由
競
争
の
中
で
料
金
を
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
市
が
統
一
料
金
を
設
定
す

る
の
は
、
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
尿
、

浄
化
槽
の
汚
泥
や
ご
み
等
の
一
般
廃
棄
物
の

処
理
は
、
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
現
在
、
地

域
を
指
定
し
て
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
旧
美

野
里
地
区
は
、
茨
城
町
の
『
茨
城
地
方
広
域

環
境
事
務
組
合
』
に
搬
入
し
、旧
小
川
地
区
、

旧
玉
里
地
区
は
、
石
岡
市
の
『
湖
北
環
境
衛

生
組
合
』
に
搬
入
し
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
業
者
は
旧
美
野
里
地
区
、
小
川
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ
１
社
、
旧
玉
里
地
区
に
は
６
社

あ
り
、
設
定
料
金
も
各
事
業
者
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。今
後
、市
民
の
皆
様
が
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
等
と
協

議
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
通
学
路
の
安
全
確
保
対
策

問
羽
鳥
学
区
で
２
月
に
児
童
の
通
学
途

中
の
事
故
が
起
き
た
。
羽
鳥
学
区
で

は
長
年
に
わ
た
り
毎
朝
の
登
校
時
に
は
、
保

護
者
が
立
し
ょ
う
活
動
で
児
童
の
安
全
を

見
守
っ
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
下
で
の
事

故
で
学
校
側
も
大
変

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て

い
た
。

　

車
社
会
で
車
は
増

え
て
い
く
一
方
で
、

そ
れ
に
道
路
整
備
が

追
い
つ
か
な
い
と
い

う
今
日
の
交
通
事
情

の
下
、
保
護
者
の
心
配
は
毎
日
の
こ
と
で
計

り
知
れ
な
い
。通
学
路
の
狭
い
と
こ
ろ
、カ
ー

ブ
が
多
い
と
こ
ろ
を
拡
幅
す
る
と
か
歩
道
を

整
備
し
て
歩
行
者
と
車
を
分
け
る
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
施
設
の
設
置
、
信
号
機

の
設
置
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
基
本
で
は

な
い
か
。
そ
こ
に
安
全
運
転
の
マ
ナ
ー
が
守

ら
れ
れ
ば
安
全
が
確
保
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

児
童
の
通
学
路
は
市
民
の
生
活
路
で
も
あ

る
。
日
常
生
活
で
の
安
心
安
全
の
確
保
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
市
内
の
す
べ
て
の
学
区

に
お
い
て
児
童
生
徒
の
通
学
路
の
整
備
、
危

険
箇
所
の
解
消
に
つ
い
て
は
最
優
先
課
題
と

し
て
緊
急
対
策
を
立
て
て
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。
今
日
の
財
政
状
況
下
で
は
困

難
か
と
思
う
が
、
市
は
子
ど
も
を
大
事
に
す

る
と
い
う
姿
勢
が
見
え
る
よ
う
に
、
通
学
路

を
優
先
さ
せ
て
ほ
し
い
。

答
小
美
玉
市
全
域
に
は
、
児
童
生
徒
が

通
学
に
利
用
し
て
い
る
道
路
で
も
整

備
が
遅
れ
危
険
を
伴
う
路
線
が
ま
だ
数
多
く

見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
ら
の
危
険

箇
所
は
で
き
る
限
り
早
急
に
整
備
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
か
ら
道
路
整
備
の
要
望

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
98
路
線
が
未
整

備
で
す
。
市
で
は
小
美
玉
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
各
年
度
に
お
い
て
道
路
の
実
施
計
画

を
策
定
し
、
緊
急
性
と
事
業
効
果
を
考
慮
し

な
が
ら
地
域
格
差
を
な
く
す
よ
う
均
衡
性
を

図
り
、
計
画
的
に
道
路
改
良
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

市
内
全
域
こ
の
よ
う
な
形
の
中
で
、
実
施

に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
意
見
】

問
遠
州
池
の
釣
り
の
マ
ナ
ー
を
徹
底
い

た
だ
き
た
い
。

答
池
花
池
も
地
元
区
長
の
要
望
で
「
釣

り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
同
じ
く
遠
州
池
に
つ
い

て
も
地
元
区
長
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
。
給
食
費

未
納
を
解
決
で
き
な
い
か
。

答
安
く
て
安
心
で
お
い
し
い
給
食
に
心

が
け
、
料
金
統
一
を
周
知
し
ま
し
た
。

未
納
者
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
状
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
生
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
未
納
者
の
家
庭
へ
の
通

知
、
電
話
、
場
合
に
よ
っ
て
は
訪
問
し
て
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
は
税
の
滞
納
と
違
っ
て
罰
則
と

か
、
子
ど
も
に
給
食
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
誠
心
誠
意

お
願
い
を
し
、
分
納
で
も
い
い
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
の
徴
収
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

今
後
、
状
況
を
見
な
が
ら
適
正
な
納
入
を
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
け
や
き
通
り
に
は
街
路
灯
が
つ
い
て

い
る
が
、
い
ち
ょ
う
通
り
に
は
つ
い

て
い
な
い
。
市
の
負
担
で
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
都
市
建
設
部
で
は
危
険
な
交
差
点
、

見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
、
自
動
車
の

交
通
と
歩
行
者
の
安
全
の
た
め
の
照
明
と
い

う
こ
と
で
道
路
照
明
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
は
、
地
域
振
興
課
が
担
当
し
、
人
通

り
の
少
な
い
と
こ
ろ
な
ど
に
照
明
を
つ
け
て

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
進

め
て
い
ま
す
。

　

け
や
き
通
り
の
街
路
灯
は
旧
美
野
里
時
代

に
設
置
し
ま
し
た
。
い
ち
ょ
う
通
り
の
照
明

灯
は
市
民
生
活
部
、
都
市
建
設
部
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
国
道
３
５
５
号

は
県
管
轄
で
す
の
で
、
県
に
要
望
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

けやき通りの道路照明
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第２回まちづくり審査会開催！
新たに２団体を組織認定！！

新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

電話22-3740

自動車のガラス交換します！

石岡市国府 7-8-1【６号国道恋瀬橋北交差点角】

県道交差点工事に伴い市道玉５１９８号線が通行止めになります!!県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

　去る１０月２０日に開催されたまちづくり審査会では、平成２２年度まちづ

くり組織支援事業（後期）申請分の審査が行われ、新たに２団体がまちづくり

組織として認定され、さらに１団体の事業に対し補助金の交付を決定しました。

市では、住民の自治力向上（地域コミュニティの活性化）を目指して、「自分た

ちの住む地域は、自分たちで良くしていこうという取り組み」を応援していき

ます。

【今回新たに認定されたまちづくり組織】

組織名 代表者 活動目的 会員数 種　　類

1 佐才区 濱野　克巳

　佐才地区の発展に寄与するとともに環境づ

くりと親睦を深め安心安全なまちづくりを目

標に活動するものとする

行政全世帯 まちづくり委員会

2 竹原下郷区 稲田　　弘
　本会の目的は、本区の福利増進を図り地域

発展に寄与することを目的とする
行政全世帯 まちづくり委員会

【平成２２年度補助金交付事業】

№ まちづくり組織 種　　類 対象事業 助成額

1 佐才区 まちづくり委員会 ①佐才区運動会及び三世代交流会 １００，０００円

今回認定を受けた団体による説明

　県道小川鉾田線（小美玉市田木谷地内）交差点

改良工事に伴う市道玉５１９８号線のボックス設

置工事を全面通行止にて施工いたします。詳細は

下記のとおりです。

　皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご

理解とご協力をお願い申し上げます。

【通行止期間】

　平成２２年１２月１３日～平成２３年２月２８日

【通行止区間】

　右図をご覧ください。

【施工業者】

　（株）内藤工務店　☎：58-2050

＜問い合わせ＞

　茨城県水戸土木事務所道路整備第一課

　　　　☎：029-225-4053

　小美玉市役所都市建設部建設課

　　　　☎：48-1111

社交ダンス
教　室

会員募集中！
ダンス アカデミー美野里

小美玉市江戸１６５－３
ＪＢＤＦプロダンス
　インストラクター

0299(48)2568

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

入門コース、初級コース有

半澤誠悦・松本悦子

見学・見学・体験可



1919平成 22年 12月９日　広報おみたま

製製造造事事業業所所の皆皆さままへ製製造造事事業業所所の皆皆さままへ
～統統統統計計調調調調査査査査ににごご協協協協力力くくだだささいい～統統統統計計調調調調査査査査ににごご協協協協力力くくだだささいい～～

情
報
ガ
イ
ド

まちづくりシンポジウム
２０１０を開催します

　「空港を活かしたまちづくり」について
一緒に考えてみませんか。

■日　時

　１月１５日 ( 土 )

　１３時～１６時３０分

　( 受付１２時３０分～ )

■場　所

　四季文化館（みの～れ）

　　　　　　　森のホール

■内　容

　○茨城県うるおいのあるまち  

　　づくり顕彰事業表彰式

　○基調講演『空港を活かしたまちづくり』

　　講師：戸崎肇教授　( 早稲田大学アジア研究機構 )

　○パネルディスカッション

■入場無料（どなたでも参加いただけます）

　　茨城県土木部都市局都市計画課

　　☎０２９－３０１－４５８３

　　小美玉市都市整備課

　　☎４８－１１１１  ( 内線１４１１)

茨
城
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

ベ
ゴ
ニ
ア
・
ダ
リ
ア
ま
つ
り

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最
低

賃
金(

地
域
別
最
低
賃
金)

を
時
給
額

６
９
０
円(

昨
年
度
よ
り
12
円
引
上
げ)

に
改
正
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃

金
額
は
、
平
成
22
年
10
月
16
日
か
ら
茨

城
県
内
の
全
産
業
・
全
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
法
に
よ
り
、
茨
城
県
最
低

賃
金
に
満
た
な
い
賃
金
額
を
内
容
と
す

る
契
約
は
、
労
使
双
方
の
合
意
で
締
結

し
て
も
、
賃
金
額
に
つ
い
て
は
無
効
と

さ
れ
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
契
約
を
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
６

　

豪
華
絢
爛
！
色
彩
豊
か
な
球
根
ベ
ゴ
ニ
ア

や
鮮
や
か
な
巨
大
咲
き
ダ
リ
ヤ
が
皆
さ
ん
を

お
出
迎
え
！

　

春
の
訪
れ
を
お
知
ら
せ
す
る
花
々
を
見
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
期
日
は
い
ず
れ
も
平
成
23
年
）

ベ
ゴ
ニ
ア･

ダ
リ
ア
ま
つ
り

○
ベ
ゴ
ニ
ア
・
ダ
リ
ア
展

　

１
月
２
日
〜
４
月
17
日

○
お
年
玉
花
の
福
袋

　

１
月
２
日
〜
６
日

○
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
切
り
花
展

　

１
月
８
日
〜
16
日

○
体
験
教
室
「
バ
ラ
の
選
定
の
仕
方
」

　

１
月
９
日　

午
後
１
時
30
分
〜

○
園
芸
教
室
「
ベ
ゴ
ニ
ア
の
手
入
れ
」

　

１
月
30
日　

午
後
１
時
30
分
〜

○
筑
波
山
が
ま
の
油
売
り
口
上

　

１
月
10
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

福
寿
草
ま
つ
り

○
福
寿
草
と
早
春
の
花
展

　

２
月
５
日
〜
２
月
20
日

○
園
芸
教
室
「
福
寿
草
の
手
入
れ
」

　

２
月
13
日　

午
後
１
時
30
分
〜

○
筑
波
山
が
ま
の
油
売
り
口
上

　

２
月
13
日
・
20
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

■
入
園
料

12
月
〜
３
月

　

大
人
３
７
０
円
・
小
人
１
９
０
円

４
月
〜
11
月

　

大
人
７
４
０
円
・
小
人
３
７
０
円

小
学
生
未
満
入
園
無
料

■
休
園
日　

毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
そ
の
翌
日
）

12
月
27
日
〜
１
月
１
日

（
１
月
３
日
は
開
園
）

※
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

☎
０
２
９
９

－

42

－

４
１
１
１

　平成２２年工業統計調査を１２月３１日

現在で行います。

　調査の実施に当たっては、本年１２月か

ら来年１月にかけて調査員がお伺いしま

す。

　なお、調査票に記入していただいた内容

については、統計法に基づき秘密が厳守さ

れますので、正確なご記入をお願いします。

【問い合わせ】　　　　　　　　　　

小美玉市企画調整課（統計調査担当）

☎：48-1111　内線 1234

　本年５月より区長・住宅管理者の方々を通してご協

力いただきました一般社資は、皆さまのご支援により

５０２万６千円となりました。また、特別社資としま

して、大口拠出にご協力いただきました個人や企業か

らの支援額は、１０８万１千７８３円となりました。

（平成２２年１０月３１日現在）

　この資金は、日本赤十字社茨城県支部を通して、国

の内外における日本赤十字社の活動（災害時の救助活

動・救援物資の備蓄・血液事業・救急法の講習会の開催・

乳児院の運営等）の資金として大切に使われています。

日本赤十字社小美玉市地区長　島田　穣一

　　　　　　　【問い合わせ】

小美玉市社会福祉課　社会福祉係

☎：48-1111　内線 3225

日本赤十字社活動資金への
ご協力ありがとうございました！

問

問

問
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ご存知ですか？ ̃ 介 護 予 防 ̃

高齢期の健康づくりには、がんや脳卒中、高血圧などの生活習慣病予防のほか、筋力アップや低栄

養の予防、認知症予防などの介護予防に取り組む事が大切です。右に示した『生活機能の基本チェッ

クリスト』で、今の自分に必要な介護予防プログラムは何かを確認して下さい。

★　高齢期の健康づくりは・・・！

★　生活機能の低下と思われるチェック項目があった方・・・

地　域　包　括　支　援　セ　ン　タ　ー　まで、ご相談下さい。

右の基本チェックリストで、今の自分に必要な介護予防プログラムがあった方は、ぜひ、お住まい

の地区を担当している地域包括支援センターまでご相談下さい。地域包括支援センターには、保健師・

主任ケアマネジャー・社会福祉士などが在中しており、現在、小美玉市で行っている介護予防プログ

ラムについて、ご案内いたします。

　《　介護予防が必要と思われる方　》

　　①　基本チェックリストの設問１～５の５項目のうち３項目以上に該当する方

　　　　　⇒　運動器の機能向上プログラム（健やかシニア運動教室）

　　②　基本チェックリストの設問６～７の２項目のうち１項目以上に該当する方

　　　　　⇒　栄養改善プログラム（低栄養予防教室）

　　③　基本チェックリストの設問８～１０の３項目のうち２項目以上に該当する方

　　　　　⇒　口腔機能の機能向上プログラム ( 健やかシニア歯つらつ教室）

　　④　基本チェックリストの設問１～２０の２０項目のうち１０項目以上に該当する方

　　　　　⇒　複合的な介護予防プログラム（介護予防通所事業）

介護予防とは、寝たきりなど介護が必要な状態にならないよう、心身の衰えを予防・回復しようと

いう取り組みのことをいいます。

★　介護予防とは・・・?

高齢になってくると、自然に体力の衰えを感じる時があります。６５歳を過ぎたら年１～２回、自

分の生活機能を確認し、できるだけ機能の低下が軽度の段階から、継続して、予防的なプログラム・

サービスを利用して、自分らしい生活を実現できるよう取り組んでいきましょう。

★　どんなことをすればいいの・・・？

◆問い合わせ・連絡先◆

　　【小川・玉里地区にお住まいの方】

　　　小美玉市地域包括支援センター　　☎　５８－１２８２

　　　　　　小美玉市上玉里 1122 番地（小美玉市福祉事務所介護福祉課内）

　　【美野里地区にお住まいの方】

　　　地域包括支援センター美野里　　☎　３５－７１７２

　　　　　　小美玉市部室 1106 番地（四季健康館内）

けんこうビューけんこうビュー
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定 員 講　師 日　　　時 場　　所 受講料 備考（持参する物等）

１５名
大園　恵美子

先生

１月１４日 ( 金 )

午前９時～ １２時
羽鳥ふれあ

いセンター

【受講料】

１，２００円

【材料費】

１，５００円

○筆記用具

○はさみ

○待ち針

○おしぼり

○エプロン

１月２８日 ( 金 )

２月１２日 ( 土 )

プラントドールで「お雛様」を作ろう

≪内容≫

　植物の木の実、葉、花びらなどを自然の色や形をそのまま利用して「お雛様」を作ってみませんか？

≪対象≫

　市内在住・在勤・在学の方

≪受講者の決定≫

　先着順とし、定員に達し次第締め切らせていただきます。

≪受付期間・受付施設≫

　１２月２０日 ( 月 ) ～１２月２７日 ( 月 )

　受付時間：午前９時～午後５時

　（受付時間は、施設により若干異なりますのでご注意ください。）

　○美野里公民館…水曜日と祝日は受付できません。

　○羽鳥ふれあいセンター…火曜日は午後のみの受付です。

　　　　　　　　　　　　　月曜日・祝日は受付できません。

≪問い合わせ≫

　羽鳥ふれあいセンター　☎：４６－４７４８

生涯学習・スポーツインフォメーション

≪申込方法≫

　受講をご希望の方は、受講料と材料費を添えて美野里公民館又は羽鳥ふれあいセンターに直接お申し込み

ください。

　※電話、ＦＡＸ、メール等での申込は受付いたしておりません。

ジェイソン先生！おみたま滞在記ジェイソン先生！おみたま滞在記

This month’s trip was especially interesting for me.
Ⅰ went to Minore to see some local art!
There were lots of pieces at the exhibition, and most of them 
were done by students.
Ⅰ know. They did such a good job!
Apart from the students’art, there were some very good pieces 
by local artists.
Ⅰ was very impressed that we have so many talented people 
in our town!

【ワンポイント英会話】
　英語での作文は主旨を明確に。読

む人にわかるように書かないと意味

ないです。

【和訳】今回は「みの～れ」での文化祭見学です。多数の作品展示が

ありました。知っている生徒達の作品なので、楽しく見ることができ

ました。よくできていましたよ！大人の作品もすばらしく、この町に

は才能豊かな人々がいるのですね！

手手作作りり講講座座　受　受講講生生募集募集
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　１１月２１日 ( 日 ) 美野里公民館で、小美玉市国際交流協会主催

による国際交流ひろばが開催され、約１６０名の参加がありました。

　これは、市内の国際交流に携わる方々の連携を深めるとともに、

市民の皆さんと外国人の方々

が、ふれあいを深め、国際交

流への理解と国際感覚の育成

を図ることを目的に行ってい

るものです。

　ひろばでは各国の郷土料理

などがふるまわれ、立食形式

で互いの食文化交流を楽しみ

ました。また、文化発表では

おみたまチンドンバンドの演奏や、小川太鼓の演舞が行われ、外国

文化の紹介では、インドネシアの若者による歌と踊りの発表やペルー

人のご夫婦によるダンスなどが披露され楽しい時間を過ごしました。

　協会では参加者の積極的な交流のきっかけづくりと自己紹介用に

色紙とサインペンを配布。互い

に名前を書き、より多くの名前

を書いてもらえた方にプレゼン

トが贈られるゲームを行いまし

た。最も多くの人と交流したの

は中台区の柴森詩帆さんで８４

名分の名前を集め、色紙２枚に

わたるたくさんの思い出を作る

ことができました。

 　 0299-48-1111　内線 1221
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この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。
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次回広報おみたま１月号の発行日は１月１３日（木）です。

それぞれの国の家庭料理のコツを伝授

▲こんなにたくさん書いてもらいました

▲外国人による歌の発表▲いろんな国の料理がおいしい！

　

わが家のわが家の
アイドルアイドル

　（平成２１年８月２日生）
◆パパのお風呂で泣かないでヨ！！
　ココタン　いっぱい運動しようね

　（平成２０年１２月５日生）
◆乗り物が大好き
　目指せ！２代目こども店長（笑）

　山口　心
ここあ

愛　ちゃん

　立松　宙
そら

　ちゃん

【運賃】※２０１１年２月１日～２月２８日

路線名 大人普通運賃 前割２１（割引運賃）
茨城＝札幌線 ９，８００円より ５，８００円より
茨城＝名古屋線 ８，８００円より ５，８００円より

　スカイマークは、２０１１年２月１日より「茨城
＝札幌（新千歳）線」を毎日１日１往復就航いたし
ます。また「茨城＝名古屋（中部）線」もあわせて
就航いたします。
　今回の就航により茨城空港からは神戸便とあわ
せて国内線３路線となり、ますます便利になる茨城
空港、皆様是非ご利用ください。
【茨城＝札幌（新千歳）線運航ダイヤ】

　茨城発１３：１５→札幌（新千歳）着１４：４０
　札幌（新千歳）発１５：１５→茨城着１６：４０
【茨城＝名古屋（中部）線運航ダイヤ】

　名古屋（中部）発１１：４５→茨城着１２：４０
　茨城発１７：１５→名古屋（中部）着１８：２０

スカイマーク「名古屋（中部）＝茨城線」「札幌（新千歳）＝茨城線」就航！スカイマーク「名古屋（中部）＝茨城線」「札幌（新千歳）＝茨城線」就航！


